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内科
内田　恵
出身大学
岩手医科大学
趣味
家でゆっくり過ごすこと

内科
加藤　正樹
出身大学
日本医科大学
趣味
トレーニング、ドライブ

地域の方々の
お役に立てる
様、一生懸命
頑張ります。

地域医療に貢
献できるよう
頑張ります。

抱 負 抱 負

内科
永池　侑樹
出身大学
昭和大学
趣味
ランニング

内科
森　寛之
出身大学
自治医科大学
趣味
テニス	

慣れない環境
ですが精一杯
頑張らせてい
ただきます。

よろしくお願
い致します。

抱 負 抱 負

内科
長島　正尭
出身大学
群馬大学
趣味
野球観戦

内科
長谷川 綾香
出身大学
順天堂大学
趣味
ラップ

昨年度までは初
期研修医としてお
世話になりました。
今年度から内科
専攻医として勤務
いたします。

沢山のことを
吸収し、大き
く成長できる
よう頑張りま
す！

抱 負 抱 負

腎臓内科
田部井 彬史
出身大学
山形大学
趣味
将棋、ｸﾗｼｯｸ音楽鑑賞、英語

消化器科
白鳥　航
出身大学
順天堂大学　
趣味
ボードゲーム

一日も早く業
務に慣れ、埼
玉北部の医療
に貢献したい
と思います。

適切な医療を
行えるように
頑張ります。

抱 負 抱 負

循環器科
後藤　貢士
出身大学
福井医科大学
趣味
読書

外科
大沼　愛
出身大学
千葉大学
趣味
バンド

専門の不整脈
診療を特に頑
張っていきた
いと思います。

一日でも早く
皆様のお役に
立てるように
精進します。

抱 負 抱 負

令和６年度

新任医師のご紹介
令和６年４月に当院に着任した

23名の医師・歯科医師を紹介いたします。
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外科
石井　美凪
出身大学
埼玉医科大学
趣味
旅行

乳腺外科
有澤　文夫
出身大学
群馬大学
趣味
ラグビー

出身地である埼玉で
再び働くことができ嬉
しく思います。安心、
安全で温かみのある
医療が提供できるよ
う努めてまいります。

都心と同等の
医療を提供で
きるよう努め
ます。

抱 負 抱 負

整形外科
山田　哲也
出身大学
福井大学
趣味
写真撮影、卓球

整形外科
窪塚　貴哉
出身大学
群馬大学
趣味
音楽鑑賞

色々とご迷惑
をお掛けする
かもしれませ
んが、よろし
くお願いいた
します。

外傷疾患、脊
椎疾患を中心
に、地域の患
者様のADL向
上に努めてま
いります。

抱 負 抱 負

整形外科
梅山　貴光
出身大学
群馬大学
趣味
スポーツ

形成外科
松村　怜奈
出身大学
獨協医科大学
趣味
ラグビー観戦

深谷日赤に早
く溶け込める
よう頑張りた
いです。

キズのことな
ら相談してく
ださい。

抱 負 抱 負

脳神経外科
茂木　萌仁
出身大学
新潟大学
趣味
映画鑑賞

脳神経外科
宇敷　雅人
出身大学
新潟大学
趣味
テニス

熱意をもって
診療にあたり
ます。

慣れない土地
での勤務とな
りますが、精
一杯努めさせ
ていただきま
す。

抱 負抱 負

呼吸器外科
齋藤　菜子
出身大学
埼玉医科大学
趣味
走ること

泌尿器科
黒住　顕
出身大学
千葉大学
趣味
スポーツ観戦

手術の予習、
復習を忘れず
に、早く一人
前の外科医に
なれるように
頑張ります。

地域医療に貢
献できるよう、
頑張りたいと
思います。

抱 負 抱 負

泌尿器科
川端　慧
出身大学
千葉大学
趣味
ー

眼科
古味　優季
出身大学
埼玉医科大学
趣味
旅行

よろしくお願
いいたします。

地域医療に貢
献できるよう
頑張ります。

抱 負 抱 負

歯科口腔外科
木村　康
出身大学
日本大学
趣味
キャンプ、プール

一生懸命働き
ます。

抱 負
皆さまどうぞよろしく

お願いいたします。
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初期臨床研修医紹介初期臨床研修医紹介
令和６年度入職令和６年度入職

　今年度は９名（千葉大学から
のたすき掛け１名を含む）の臨
床研修医が、当院での研修医生
活をスタートさせました。ご指
導・ご鞭撻のほど、よろしくお
願い致します。

臨床研修プログラム責任者
院長　伊藤 博

伊
いとう
藤　大

だ い ご

悟　 乾
いぬい
　純

あつ し
士 扇

おうぎ
　一

かず ま
馬 竹

たけいし
石　雄

ゆういち
一 藤

とう ま
間　千

ちさと
聡

出身大学　千葉大学
趣味　パワーリフティング

抱負　
自分に出来ることを一
つずつ着実に増やして
いきたいです。

出身大学　金沢大学
趣味　音楽・ライブ鑑賞、
　　　バドミントン
抱負　
深谷日赤の一員として
働けることを嬉しく思い
ます。ご指導よろしく
お願いいたします。

出身大学　群馬大学
趣味　筋トレ、
　　　サッカー観戦
抱負　
日々成長し、患者さん
中心の医療を心がけま
す。

出身大学　日本大学
趣味　旅行、音楽、
　　　サッカー観戦
抱負　
先輩方から多くのこと
を学び、吸収して一生
懸命頑張ります。

出身大学　日本大学
趣味　サイクリング、
　　　 美味しいものを
　　 　食べること
抱負　
一分一秒の経験を糧に
して医師として独り立
ちできるよう精進しま
す。

永
ながしま
島　真

ま ほ
歩　 信

のぶた
田　弥

みさき
咲 吉

よし だ
田　美

みゆう
裕 古

ふるうち
内　佳

か な
奈

出身大学　埼玉医科大学
趣味　岩盤浴、料理

抱負　
１日でも早くお役に立
てるようがんばります。

出身大学　群馬大学
趣味　スポーツ、料理

抱負　
患者さんやご家族、他
の医療者の方々等に信
頼していただけるよう
精一杯努めてまいりま
す。

出身大学　岩手医科大学
趣味　カフェ巡り

抱負　
技術も中身も磨いて、
患者様に最善の医療を
提供できるよう、一生
懸命頑張ります。

出身大学　国際医療福祉大学
趣味　バレーボール、
　　　ジャズダンス
抱負　
1 日１日を大切にし、少
しでも多くのことを吸
収できるよう頑張りま
す。

深谷日赤
     研修医です！
皆様よろしく
お願い致します。
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派遣人数派遣内容活動場所活動期間

４DMAT第１班珠洲市１/12～１/17

８救護班第１班珠洲市１/13～１/16

２日赤災害医療コーディネートチーム珠洲市１/15～１/20

１被災地病院支援看護師輪島市１/23～１/27

４DMAT第２班七尾市１/24～１/26

９救護班第２班珠洲市２/１～２/３

１JRAT（リハビリ支援）珠洲市２/13～２/15

４こころのケア班輪島市２/28～３/３

令和６年能登半島地震における
当院の活動（その２）

〘災害派遣実績

こ
こ
ろ
の
ケ
ア

リ
ハ
ビ
リ
支
援

〙

　２月13日から15日の３日間、当院の理学療法
士が埼玉JRATの一員として珠洲市にて活動し
ました。
　JRATとは“Japan Disaster Rehabilitation 
Assistance Team”の略称で、発災時に災害リ
ハビリテーション支援チームを組織し、被災者
の身体機能・生活能力の低下を防ぐため、災
害段階に合わせたリハビリテーション活動を展
開します。
　現地では、避難所の環境評価・福祉用具の
整備等のリハビリテーション支援活動に従事し
ました。

　当院の活動は３月をもって終了いたしました。
　現在も厳しい環境での暮らしを余儀なくされる人が
います。今後も皆様の思いを胸に日本赤十字社は活動
してまいります。

　２月28日から３月３日の５日間当院の看護師３
名と事務１名が、こころのケア班として輪島市の
活動拠点（市立輪島病院・輪島市役所）で活動
を行いました。
　「ホッとルーム」と呼ばれる施設を設置し、訪
問者の傾聴や、足湯・ハンドマッサージなどリラク
ゼーションの提供等、ストレスを緩和する活動を
行いました。
　被災者を支援するための自衛隊員や病院、市
役所職員は多くのストレスをかかえ、被災者のた
めに頑張っています。
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診 療 現 場 レポート vol.1

渡邉 孝
深谷赤十字病院
脳神経外科部長

脳腫瘍摘出術の一例

脳腫瘍

Key Person 渡邉 孝 TAKASHI WATANABE

ナビゲーションシステム
を用いた腫瘍摘出術

　脳腫瘍とは、頭蓋骨の中に発生する腫瘍の総称です。
　良性の腫瘍は進行が遅く、症状が悪化するまでにかなりの大きさに成長することもあります。悪性の腫瘍は、進行
が早いものでは急速に大きくなります。
　症状は腫瘍ができる部位や大きさによって異なりますが、頭痛や吐き気等の他、言語障害、運動障害、視野・視力
障害などの局所症状が現れることがあります。
　脳腫瘍では、まず手術で腫瘍を摘出し病理組織検査によって診断を確定した後、適切な治療方針を決定してい
きます。

　繊細かつ緻密な技術が求められる脳神経外科手
術において、安全かつ正確に手術を行うため、当院
では術中ナビゲーションシステムを導入しています。
　術中ナビゲーションシステムでは、まず術前に撮
影した患者さんのCTやMRIのデータをナビゲーショ
ンシステムに取り込み、３次元データを作成します。
これを元に手術計画や手術シミュレーションを術前
に予め行います。そして手術中に登録された患者さ
んの頭部のデータと、術前に撮影していたデータを
組み合わせることで、手術している場所や腫瘍の範
囲をリアルタイムで表示することができます。
　このシステムは、脳の深いところにある腫瘍や、
病変と重要な組織が隣接している場合等において
特に有用です。

①全身麻酔後、頭の皮膚を切開します。
②露出された頭蓋骨に専用のドリルでいくつか穴を開
け、それらの穴を繋ぐようにカッターで頭蓋骨を切り
開頭します。
③頭蓋骨を外した後、脳全体を覆い保護している硬膜
を切開して脳の表面を露出します。
④脳は非常に重要な組織であるため、できるだけ傷を
つけないように、手術用顕微鏡を利用し慎重に腫瘍
部分の摘出を行います。腫瘍は目視できない場合も
多く、位置を術者にわかりやすく示し手術の安全を
高めるため、当院ではナビゲーションシステムを活用
しています。

⑤摘出が終了したら、硬膜を縫い合わせ、外した頭蓋骨
を元に戻します。その際、
チタン等でできた金具
を使用し、しっかりと頭
蓋骨を固定します。
⑥筋肉や皮膚等を縫合し
たら手術は終了となり
ます。

　脳神経外科の渡邉です。これまで、琉球大
学および宮崎大学の講師として15年間、脳腫
瘍の治療・研究に従事してきました。特に、内
視鏡・外視鏡を用いた鏡視下手術、経鼻内視
鏡手術といった低侵襲な脳腫瘍手術を専門と
し、脳神経モニタリングや画像誘導システムと
いった技術を駆使して脳神経機能温存を高め
る手術を実践してきました。頭頸部・顔面は
“目立つところ”でもあるので、整容にも配慮し
てきました。

　当院でも治療のための各システムが最
先端の機器に刷新され、「傷が目立たな
い、脳神経の機能を守って最大限の効果
が得られる治療」が実践できるよう、ス
タッフ一同、最新の知見に基づいて治療
にあたっています。
　地域住民の皆様に貢献できるよう、地
域の医療機関とも連携して最善の医療を
提供していきたいと考えています。何卒宜
しくお願い申し上げます。

術中ナビゲーションシステム
手術の安全性を高めるため

除

Vol.１

認定看護師認定看護師 清水 昌美
皮膚・排泄ケア認定看護師
（特定行為研修修了）

医師医師 松村 怜奈
小曽根 琢真

看護師看護師

薬剤師薬剤師 管理栄養士管理栄養士 理学療法士理学療法士

チーム活動の様子

褥瘡回診（週１回） 地域連携研修会（年５回）

各病棟リンクナース

各担当理学療法士薬剤師 富施哲也 管理栄養士 中島 眞奈

褥瘡対策委員会（月１回）

褥瘡対策チーム褥瘡対策チーム
あなたをTEAMで支えます

　褥瘡とは「床ずれ」とも呼ばれ、ベッド上で長時間
の圧迫が加わり、お尻やかかとなどに血の巡りが滞る
ことで生じる傷のことです。
　当院の「褥瘡対策チーム」は、医師、看護師、薬剤
師、管理栄養士、理学療法士と皮膚・排泄ケア認定
看護師などの多職種が協働して活動しています。発症
リスクの高い患者さんに対する褥瘡予防対策を行う
とともに、既に褥瘡を保有している患者さんに対して
は、悪化しないように治療方法の提案をし、再発予
防のための環境を整えています。
　対象となる患者さんのベッドサイドに赴き、褥瘡の
評価や処置方法の検討、体圧分散マットレスの見直
し、ポジショニングなど、患者さん個々に合わせたケ
アについて病棟スタッフへ指導を行っています。回診
終了後は、栄養状態の評価や、褥瘡対策に関する問
題点などについて検討していきます。
　褥瘡ハイリスク患者さんの把握、栄養状態、院内
で起きている問題などについても情報を共有し、多
職種による多方面からのアプローチを行い、チーム一
丸となり褥瘡の改善・治癒に努めています。 

　病棟スタッフと連携を図りながら、患者
さんの皮膚の状態を観察し褥瘡処置を行
っています。
　創傷から肌を守るための保湿や、体へ
の負担を軽減するための体位変換の方法
などについても、具体的なケアを提案して
います。

　認定看護師や主治医からの依頼に応じ、
入院患者さんの中等症～重症の褥瘡につ
いて診察（外用剤・被覆剤の選択、壊死組
織の外科的処置など）を行います。
　外来患者さんの褥瘡診療も行っています。

　チーム回診に同行し、診療の補助を行いま
す。ベッドサイドで担当看護師に対して褥瘡処
置の方法・経過を確認し情報共有を行ってい
ます。
　回診終了後には褥瘡予防・治療に関する
ケアが病棟でできるようスタッフを指導します。

　チームでは、患者さんへの回診や委員会での話し合いを頻繁に行い、褥瘡防止やその対策に
努めています。また院内外の医療関係者への教育の場として研修会も実施します。

　回診時の薬剤管理や褥瘡関
連勉強会の実施などでチームを
サポートしています。

　栄養サポー
トチームや病
棟薬剤師との
情報交換も
行っています。

　患者さんが必要な栄養量を摂ること
が出来ているか評価を実施しています。

　低栄養の患者さ
んは､褥瘡を保有し
ている場合も多く､
必要に応じて栄養
サポートチームと
連携しながら､栄
養状態改善に向け
た栄養管理を行っ
ています。

　患者さんの疾患を踏まえて、褥瘡発生の原因や身体
各部位及び動作能力の評価を行い、各患者さんに合わ
せたポジショニングを
検討し提案しています。
チーム回診時のほか、
看護師から相談のあっ
た入院患者さんだけで
なく、外来の患者さんに
も対応しご家族や施設
職員でも行える方法を
お伝えしています。
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深谷赤十字病院は地域との医療連携に努めています。
　当院は、初期診療や慢性の継続診療などは「かかりつ
け医」の先生に診ていただき、専門的な検査や診察、ま
た入院が必要な治療は病院が受け入れるという役割分担
を行っており、地域の皆様が継続して適切な医療が受け
られるような体制を維持しています。

　毎号、医療連携にご協力いただいている医療機関を順
次ご紹介しています。

住 所
電 話
院 長
診 療 科
休 診 日
診 療 時 間

住 所
電 話
院 長
診 療 科
休 診 日
診 療 時 間

〒366-0042 深谷市東方町2-15-6
048-579-5637
田中　雅彦
泌尿器科
日曜、祝日、土曜午後
午前9時～ 13時　午後3時～ 6時

〒366-0825 深谷市深谷町７-56
048-571-0054
風間　俊文
内科
月曜、木曜、土曜、祝日、日曜午後
午前9時～ 12時　午後2時～ 5時

　当クリニックは令和５年５月に開院したばかりの新しいクリニックです。泌尿器科医としても地
域のかかりつけ医としてもお役に立てるよう努めてまいります。病診連携を積極的に行ってまいり
ます。

院長先生からのメッセージ

風間医院

　深谷市に昔からある小さな内科診療所です。平日・日曜午前の外来診療の他、ご自宅や介護施設
等に訪問診療を行っています。地域の皆さんがおうちで過ごす事のお手伝いができれば幸いです。

院長先生からのメッセージ

田中泌尿器科

地 域 医 療 連 携 だ よ り
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＜地域の皆様へのご案内＞
　　当院を受診の際は、紹介状をご持参ください。
　当院受診の際（初診時）は、他の医療機関からの紹
介状（診療情報提供書）をご持参いただくことをお勧
めします。
　紹介状（診療情報提供書）をご持参いただいた場合
は、国が定める初診時選定療養費（医科7,700円・歯
科5,500円）のご負担がなくなります。

住 所
電 話
院 長
診 療 科

休 診 日
診 療 時 間

住 所
電 話
院 長
診 療 科 
休 診 日
診 療 時 間

〒360-0032 熊谷市銀座７-20
048-524-7413
黒木　仁英
歯科、小児歯科
木曜、日曜、祝日
午前8時30分～ 12時30分　
午後2時～ 5時30分（土曜は5時まで）
※祝祭日のある週の木曜日は午前のみ診療

〒360-0821 熊谷市伊勢町212-1
048-501-1135
吉岡　久
内科、小児科、消化器科、
アレルギー科、放射線科
日曜、祝日、木曜午後、土曜午後
午前9時～ 12時30分　午後3時～ 6時

　内科と小児科の医師二人体制の診療所です。超音波と内視鏡専門医の院長が高性能超音波診断装
置で行う超音波検査と経鼻内視鏡検査が可能です。小児科はこどものあらゆる健康問題の最初の窓
口となれるよう診療を行っています。説明を大事にし理解してもらうことを大切にしています。

院長先生からのメッセージ

よしおか内科こどもクリニック

　当院はここ熊谷で約40年前に開院し、2024年に２代目院長として黒木仁英が就任いたしました。
お一人おひとりに寄り添って、最善の治療を提供していくことを心がけております。今後も地域に
根付く診療所としてよろしくお願い致します。

院長先生からのメッセージ

アルファ歯科医院
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深谷赤十字病院
〒 366-0052  深谷市上柴町西５丁目８番地１
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基
本
方
針

人道・博愛の赤十字精神のもと、地域の皆様の健康を守り、
信頼される医療を提供します

医師としての人格を涵養し、将来専門とする分野にかかわらず、医学および医療の果たすべき社会的役割を認識
しつつ、一般的な診療において頻繁にかかわる負傷または疾病に適切に対応できる診療能力を身につける。

１　医療人として生命倫理を最大限尊重します
２　医療の質の向上に努めます
３　患者中心の医療を行います
４　地域との医療連携に努めます
５　災害救護と国際活動に貢献します
６　健全経営による働き甲斐のある病院を目指します

１　基本的診療能力の習得
　　臨床医として将来専門とする分野に関わらず必要な基本的診療能力を習得する。
２　患者の立場に立った医療を実践
　　医師として患者から人間としても信頼される思いやりの心を持った謙虚な医療人となり、患者の立場　　　    
      に立った医療を実践する。
３　チーム医療の実践
　　チーム医療の大切さを理解して病院内の他職種と連携を密にしてコミュニケーションを取りながら安
      全な医療を提供する。
４　地域医療に貢献
　　地域の中核病院としての役割を理解し、地域医療に関心を持ち、地域医療の現場を経験する。
５　赤十字病院の責務や理解
　　赤十字病院として公的病院の責務や災害時における医療救護活動を理解する。
６　生涯学習の継続
　　質の高い医療を提供できるよう、生涯を通じて教育・学習を続ける態度と習慣を実践し、医療技術の
      習得に努める。また、後輩を育成することによって自らが学ぶ姿勢を有する。

皆さまへより良い情報提供ができる誌面づくりを目指して
おります。本誌に対するアンケートにご協力いただいた方
には赤十字グッズを差し上げます。

アンケートはこちらのQRコードから
（アンケートサイトに飛びます）

ご注意下さい

【ご注意】各種医療証について

●手続きなしで高額医療費支払免除

をご利用下さい

●健診情報や薬局と情報共有

他にもメリットがたくさん有ります

当院でのマイナ受付

12月２日から健康保険証が発行されなくなります

マイナンバーカードマイナンバーカード 　令和６年12月から、マイナンバーカードを健
康保険証として利用する仕組みに移行されます。
　受診される際には、是非一度マイナンバー
カードをお持ちいただきご利用ください。

マイナ保険証をご利用いただくと、高額
医療費限度額適用認定証の申請手続き
が不要となります。

ご同意頂ければ、特定健診情報や、今ま
での処方内容などの情報が共有でき、よ
りよい医療に役立ちます。

「公費負担医療受給者証」・
「乳幼児(子ども)医療費証」・
「特定疾病療養受療証」などの各種医
療証の確認は
マイナンバーカードで行うことができな
いため、すべてご持参ください。

現在は１階初診受付にカー
ドリーダーを設置しています。
各科外来受付など、順次拡
大予定です。

※土日・祝日はご利用頂け
ません。
※令和６年５月現在、救急
外来ではご利用頂けま
せん。


